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◇阿智村の子どもたちと一緒に成長です
　私の活動期間も2年目に入り、阿智村の子どもたちとの活動も増えてきまし
た。
　先日読み聞かせで小学校低学年の子にお会いした時は、「保育園の時に来てく
れた！」、「なんでいるの～(笑)」と言ってくれ、5年生の調理実習のお手伝いに
行った日は、村民劇で一緒に活動している子がクラスにいて、「おきくは何でも
やってるな～。」と声をかけてくれました。役場でも、わざわざ「しほさん！」
と呼び止めてくれ、「これ落ちていました。」と落とし物のシールを手渡してくれ
たり…。
　保育園で見ていた子どもたちが、元気に小学生になっている様子を見てうれ
しくなり、私は毎日目の前の時間を生きている感じなのが、子どもたちを見て、
ちゃんと年が進んでいることを実感しました。

◇「おきくの児童館」はじまりました
　6月から智里西公民館で第2・4火曜日と金曜日に「おきくの
児童館」と題して、親子をはじめとして、村内の色んな方々が気
軽に来れる時間をつくりました。
　少しずつではありますが参加してくださる方がおられ、少人数
でもその場所があるという気持ちを地域の方が持ってくださって
いたらうれしく思います。

◇「あちたね」って知っていますか？
　6月に「あちたね」という阿智村の暮らしのペーパーの発行が
始まりました！組内回覧で、みなさんのお手元にも届いているこ
とかと思います。
　阿智村に住むお母さんたちが、「阿智のことをもっと知って、地
域のなかで子どもを育てたい、自分も育っていきたい」という思
いからできました。
　紙面の内容については、子育てのことに限らず、阿智村のなか
にある様々な話題を取り上げ、みんなで共有できたらと思ってお
りますので、ぜひまた気軽にお声をお寄せください。


